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旧浅井町の夏祭りにＹＯＳＡＫＯＩ形式が

取り入れられたのは00（平成12）年のこ

と。江州音頭を主体とした夏祭りがマ

ンネリ化して人が集まりにくくなって

きたことに頭を悩ませた町長が、行政

でなく民間主体で夏祭りを運営するよ

う持ちかけたのがきっかけだった。

最初の運営は観光協会が携わったが、

若い力で祭りをさらに盛り上げてほ

しいと、01年からは商工会青年部が

加わった。当時、商工会青年部部長だっ

た田中さんは「祭りの参考になればと、

北海道まで有名なＹＯＳＡＫＯＩ祭りを

見に行ったのですが、圧倒されました」

と話す。

ＹＯＳＡＫＯＩとは高知県のよさこい祭り

をルーツとする「踊りをメーンとする祭

り」。90年代に札幌でＹＯＳＡＫＯＩ

ソーラン祭りがブレークした

ことから全国に広まった。

民謡やご当地ソングをジャズ

ダンス風に振り付け、鳴子な

ど鳴り物を持ち、工夫を凝ら

した衣装で踊る。活発な動き

や多人数の群舞の美しさが魅

力で、老若男女問わず参加で

きるうえ、踊りを通して仲間との結束

や達成感が味わえる。普通の夏祭りな

ら１日で終わるが、ＹＯＳＡＫＯＩは長期

間チームで練習する必要があるからだ。

地元で数多くのチームができればその

輪が広がり町全体が盛り上がる。パワ

フルな踊りで見る人も元気づけられる。

当初、町内では田中さん同様ＹＯＳＡＫＯＩ

を知る人は少なかった。地域を盛り上

げる祭りにするには地元チームの参加

は不可欠だ。そこでまずはＹＯＳＡＫＯＩ

の楽しさを体験してもらおうと、町内

でＹＯＳＡＫＯＩスクールを開催した。最

初の参加者はわずか４人だったが、楽

しさが口コミで広がり、回を重ねるご

とに人数が増え、小学１年生から60歳

代まで、のべ200人が体験し、翌年の

祭りには12～13チームが参加するよ

うになった。

「始めたころは、よそのＹＯＳＡＫＯＩ

祭りをまねながらの手探りでし

たが、軌道に乗り始めた04年か

らは地域の特色を生かした祭りにし

ようと心掛けています」。

浅井の地は戦国時代を勇猛に生き抜い

た若き武将浅井長政が活躍した地。来

年の大河ドラマのヒロイン江姫にもゆ

かりがある。

そこで、祭りを締めくくる総踊りの曲

には、浅井長政の生き様をたたえる歌

と浅井三姉妹をテーマにした歌を導入

し、ＣＤも販売している。

祭りの間に、餅まきや江州音頭を取り

入れるなど、昔ながらの地域色も大切

にしている。10周年となった昨年は２

万人以上の来場者で過去最大の盛り上

がりをみせた。今年も９月４日、あざ

い文化スポーツ公園で湖北の熱い１日

が繰り広げられる。　（取材・福本）

あざ い ながまさ

ご う ひ め

　　　　●場所：浅井文化スポーツ公園
　　　　 　　　（長浜市大依町15）
●TEL：0749-74-0194（浅井商工会事務局）
http://www.appare-matsuri.com

で地域を元気に!
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